
　

お
い
し
い
料
理
に
は
質
の
良
い
素
材
が
不
可
欠
な
よ
う
に
、
よ
い
発
問
に
も
質
の
よ
い
素
材
が
不
可
欠
で
す
。
質
の

よ
い
素
材
を
準
備
す
る
こ
と
が
、
よ
い
発
問
を
つ
く
る
た
め
の
必
要
条
件
な
の
で
す
。

　

で
は
、
肝
心
の
発
問
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
本
書
で
は
、
そ
の
方
法
も
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
「
加
工
」
で
す
。

　

料
理
を
つ
く
る
と
き
に
素
材
を
加
工
（
調
理
）
す
る
よ
う
に
、
発
問
を
つ
く
る
と
き
に
も
素
材
を
加
工
し
ま
す
。
調

理
に
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
る
よ
う
に
、
発
問
づ
く
り
の
た
め
の
素
材
の
加
工
に
も
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

発
問
は
、
そ
の
方
法
に
沿
っ
て
素
材
を
加
工
す
る
こ
と
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

本
書
は
、国
語
が
専
門
の
先
生
で
も
そ
う
で
は
な
い
先
生
で
も
、先
生
ご
自
身
が
読
み
取
り
、先
生
ご
自
身
が
つ
く
っ

た
発
問
で
、「
早
く
授
業
を
し
て
み
た
い
」と
思
え
る
よ
う
な
授
業
を
つ
く
る
た
め
の
教
材
研
究
法
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
国
語
の
授
業
を
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
先
生
方
、
ど
う
ぞ
本
書
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
国
語
の
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。

9
月
吉
日

 

山
中
伸
之

はじめに3

は
じ
め
に

　

こ
の
本
は
、
国
語
の
「
物
語
文
の
教
材
研
究
の
方
法
」
を
解
説
し
た
本
で
す
。
そ
の
教
材
研
究
の
方
法
は
実
に
「
簡

単
」
で
す
。
中
心
と
な
る
方
法
は
２
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

・
登
場
人
物
が
そ
の
行
為
や
行
動
を
す
る
理
由
は
何
か
を
考
え
る
。

・
登
場
人
物
が
そ
の
行
為
や
行
動
を
す
る
と
き
の
心
情
を
考
え
る
。

　
「
い
や
、
そ
れ
で
は
指
示
や
発
問
に
つ
い
て
考
え
て
い
な
い
で
は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
教
材
研
究
の
捉
え
方
に
違
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

私
は
、
教
材
研
究
を
次
の
よ
う
に
3
段
階
で
考
え
て
い
ま
す
。

（
第
1
段
階
）「
素
材
研
究
」　
（
第
2
段
階
）「
指
導
事
項
研
究
」　
（
第
3
段
階
）「
指
導
法
研
究
」

　

は
じ
め
に
紹
介
し
た
２
つ
の
方
法
は
、
こ
の
3
段
階
の
う
ち
の
「
素
材
研
究
」
の
段
階
で
の
方
法
で
す
。
そ
し
て
、

教
材
研
究
に
お
い
て
は
こ
の
「
素
材
研
究
」
が
最
も
重
要
に
な
る
の
で
す
。

2



「
素
材
研
究
」と
は

「
素
で
読
む
」
こ
と
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

26

効
果
的
な
素
材
研
究
の

鍵
は
「
逐
一
」・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

28

素
材
研
究
の
カ
ン
タ
ン
３
ス
テ
ッ
プ
・
・
・
・
・
・
・
・
・

30

言
葉
を
調
べ
る（
語
彙
研
究
）①

漢
字
が
読
め
る
か
・
書
け
る
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

32

言
葉
を
調
べ
る（
語
彙
研
究
）②

言
葉
の
意
味
を
調
べ
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

34

言
葉
を
調
べ
る（
語
彙
研
究
）③

「
学
習
用
語
」を
調
べ
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

36

言
葉
を
調
べ
る（
語
彙
研
究
）④

関
連
語
（
同
義
語
・
類
義
語
・
対
義
語
・
漢
語
）・
・
・
・
・
・
・

38

言
葉
を
調
べ
る（
語
彙
研
究
）⑤

関
連
語
（
和
語
・
上
位
語
・
下
位
語
・
系
列
語
）・
・
・
・
・
・
・
・

40

言
葉
を
調
べ
る（
語
彙
研
究
）⑥

関
連
語
（
そ
の
他
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

42

言
葉
を
調
べ
る（
語
彙
研
究
）⑦

「
粒
立
つ
語
」を
調
べ
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

44

57 68910

1234

国
語
教
材
を

「
読
む
」

素
材
研
究
の
や
り
方

25

章

5

な
ぜ
国
語
授
業
は
や
り
に
く
い
の
か
①

「
国
語
の
力
」と
い
う
の
が
わ
か
り
に
く
い
・
・
・

10

な
ぜ
国
語
授
業
は
や
り
に
く
い
の
か
②

何
を
教
え
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
り
に
く
い
・
・
・
・
・
・
・

12

な
ぜ
国
語
授
業
は
や
り
に
く
い
の
か
③

発
問
が
う
ま
く
つ
く
れ
な
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

14

な
ぜ
国
語
授
業
は
や
り
に
く
い
の
か
④

正
し
い
か
間
違
っ
て
い
る
か

自
信
が
も
て
な
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

16

な
ぜ
国
語
授
業
は
や
り
に
く
い
の
か
⑤

子
ど
も
の
成
長
が
見
え
に
く
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

18

国
語
授
業
の
や
り
に
く
さ
は

「
教
材
研
究
」
で
劇
的
に
変
わ
る
！
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

20

す
ぐ
で
き
る
！

教
材
研
究
の
３
ス
テ
ッ
プ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

22

名
人
の
素
材
研
究
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

24

5

4

67

123

Column

❶

「
教
材
研
究
」
で

国
語
授
業
が

変
わ
る
！

9

章

4



指
導
事
項
の
選
び
方
③

先
生
の
教
材
観
・
教
育
観
か
ら
選
ぶ
・
・
・
・
・
・
・
・
・

64

発
問
は

「
よ
い
素
材
を
加
工
す
る
」だ
け
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

66

発
問
へ
の
加
工
の
仕
方
①

な
ぜ
か
と
問
う
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

68

発
問
へ
の
加
工
の
仕
方
②

問
い
と
答
え
を
入
れ
替
え
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

70

発
問
へ
の
加
工
の
仕
方
③

択
一
に
す
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

72

発
問
へ
の
加
工
の
仕
方
④

〇
か
×
か
と
問
う
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

74

発
問
へ
の
加
工
の
仕
方
⑤

数
を
問
う
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

76

発
問
へ
の
加
工
の
仕
方
⑥

限
定
し
て
問
う
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

78

発
問
へ
の
加
工
の
仕
方
⑦

ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
入
れ
て
、

間
接
的
に
問
う
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

80

道
徳
に
も
使
え
る
教
材
研
究
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

82

Column

❸ 10 911

5 4 3678

7

文
脈
に
つ
い
て
調
べ
る（
文
脈
研
究
）①

「
指
示
語
」を
調
べ
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

46

文
脈
に
つ
い
て
調
べ
る（
文
脈
研
究
）②

因
果
関
係
を
調
べ
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

48

文
脈
に
つ
い
て
調
べ
る（
文
脈
研
究
）③

心
情
を
調
べ
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

50

深
層
義
に
つ
い
て
考
え
る（
深
層
義
研
究
）①

形
象
を
読
む
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

52

深
層
義
に
つ
い
て
考
え
る（
深
層
義
研
究
）②

象
徴
を
考
え
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

54

深
層
義
に
つ
い
て
考
え
る（
深
層
義
研
究
）③

そ
の
他
の
深
層
義
（
行
間
）を
読
む
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

56

子
ど
も
の
素
材
研
究
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

58

指
導
事
項
の
選
び
方
①

学
習
指
導
要
領
の
内
容
か
ら
選
ぶ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

60

指
導
事
項
の
選
び
方
②

子
ど
も
た
ち
の
読
み
の
不
備
・

不
足
か
ら
選
ぶ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

62

Column

❷

素
材
と
指
導
事
項
を

か
け
あ
わ
せ
て

授
業
を
つ
く
ろ
う

59
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ば
、
自
分
が
栗
を
運
ん
で
い
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
く
て
も
、
ご
ん
は
栗
を
運
び
ま
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

の
読
み
が
浅
い
と
、
う
な
ぎ
の
償
い
を
す
る
た
め
と
い
う
理
由
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

子
ど
も
の
実
態
か
ら
推
察
す
る

　

子
ど
も
が
ど
こ
を
読
み
過
ご
し
て
し
ま
う
か
、
読
み
誤
っ
て
し
ま
う
か
、
浅
く
読
み
取
っ
て
し
ま
う
か
は
、
子
ど
も

た
ち
の
実
態
を
把
握
し
て
い
れ
ば
あ
る
程
度
推
察
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
日
頃
の
子
ど
も
た
ち
の
読
み
取
り
の

様
子
を
見
て
、
素
材
の
中
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
読
み
過
ご
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
も
の
、
読
み
誤
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
も
の
、
浅
い
読
み
を
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
選
び
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
実
態
に
即
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

63 3 章 素材と指導事項をかけあわせて授業をつくろう

読
み
の
不
備
・
不
足

　

子
ど
も
た
ち
の
読
み
取
り
に
は
、
不
備
や
不
足
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
次
の
よ
う
な
現
象
と
し
て
現
れ
ま
す
。

① 

読
み
過
ご
し
、
読
み
飛
ば
し

　

読
み
取
る
べ
き
部
分
に
気
付
か
ず
に
読
み
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」の
冒
頭
部
分
で
、

子
ど
も
た
ち
は
「
し
ゃ
が
ん
で
い
る
」
と
い
う
言
葉
を
読
み
過
ご
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
外
に
出
た
く
て
う

ず
う
ず
し
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

② 

読
み
誤
り

　

内
容
を
誤
っ
て
理
解
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ご
ん
の
こ
と
を
、
か
わ
い
ら
し
い
子
ど
も
の
狐
だ
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
ご
ん
は
自
分
の
こ
と
を
「
わ
し
」
と
呼
ぶ
大
人
の
狐
で
、
大
変
性
悪
で
す
。

③ 

読
み
足
ら
ず
（
浅
い
読
み
）

　

読
み
過
ご
し
て
も
い
な
い
し
、
誤
っ
て
理
解
し
て
も
い
ま
せ
ん
が
、
理
解
が
足
り
な
い
（
浅
い
）
こ
と
で
す
。
例
え

2

指
導
事
項
の
選
び
方
②

子
ど
も
た
ち
の
読
み
の
不
備
・
不
足
か
ら
選
ぶ

62



（つくった発問を使って授業を構成する）

野ねずみたちが聞いている音で、一番大きく聞こえる音は何
の音ですか？　一番大きく聞こえる音をノートに書きましょ
う。（時間をとって机間巡視をする）
では、手をあげてください。シャバシャバシャバと書いた人？
（挙手させて、人数を確認する。他の擬音語についても同じ
ように行う）
自分がそう考えた理由をノートに書きましょう。シャバシャ
バシャバが一番大きく聞こえると考えた人は、どうしてそう
考えたのか、その理由を書くということです。（時間をとっ
て机間巡視）
では、理由を発表したい人いますか？　はい、C1さん。
はい。私はシャバシャバシャバが一番大きいと考えました。
理由は、ぶなの葉っぱに当たる音なので、ぶなの葉っぱはた
くさんあるからです。
はい。C1さんはぶなの葉っぱが一番たくさんあるから、そ
こに当たる雨の音も一番大きいと考えたのですね。
C1さんの今の意見に反対の人で、理由を言いたい人はいま
すか？　C2さん。
ぼくはパリパリパリが一番大きいと思います。

ちょっと待ってね。C2さんの考えを言う前に、C1さんの
意見に反対の理由が言えるかな？
はい。ぶなの葉っぱはたくさんあるけど、葉っぱは高いとこ
ろにあるので音は小さいと思います。

113 4 章 素材研究＆授業づくりをしてみよう

（
素
材
を
加
工
し
て
発
問
を
つ
く
る
）「数を問う」「ワンクッション入れ

て、間接的に問う」

雨
の
強
さ
は
、
激
し
い
・
強
い
・
普
通
・
弱
い
・

ポ
ツ
ポ
ツ
の
う
ち
の
ど
れ
で
す
か
？

野
ね
ず
み
た
ち
が
聞
い
て
い
る
音
で
、
一
番
大
き

く
聞
こ
え
る
音
は
何
の
音
で
す
か
？

野
ね
ず
み
た
ち
は
何
種
類
の
音
を
聞
き
ま
し
た

か
？

「限定して問う」

「
シ
ャ
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ

バ
は
、
擬
音
語
」

❸❺
「
シ
ャ
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ

バ
は
ど
の
よ
う
な
音

か
？
」

❸
「
パ
リ
パ
リ
パ
リ
は
ど

の
よ
う
な
音
か
？
」

112


